
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

川崎市大山街道ふるさと館 ＜利用案内＞  
 

 電話：044-813-4705  FAX：044-712-0034 

〒213-0001 川崎市高津区溝口 3-13-3 

開 館 時 間  ・9:30～21:30（展示室10:00～17:00） 

休 館 日 ・年末年始(2023年12月28日～1月4日)    

施設点検日 ・毎月の最終金曜日 （17時閉館） 

       ただし、2023年12月は第４金曜日、 

2024年2月は第３金曜日になります。 

※駐車は、貸館の利用団体者用として、各団体 1 台とさせて 

いただいております。 

※ふるさと館では、イベントホール（定員６４名）、 

第１会議室(１２名)、第２会議室(３０名)、和室(１０名) 

が利用できます。「ふれあいネット」から 

お申込みください。 

2023.12.26 

〒213-0001 川崎市高津区溝口 3-13-3 Tel：044-813-4705  Fax：044-712-0034  http://furusatokan.web5.jp/ 

【お 知 ら せ】 

７４ 

ふるさと館 HP

「まちのマイスター講座」は、高津地域の特色あるお店の方からプロの知識と技を学ぶ講座です。 

１月６日の第１回(珈琲)に続いて、次のとおり開催いたします。お申込みをお待ちしております。 

 

「まちのマイスター講座」申込方法： 
第２回、第３回とも、令和６年１月１６日(火)午前９時３０分から、 

電話または当館窓口でお申込みください。(先着順) 

令和５年度ふるさと探究講座 第１回（11/12） 報告 

「明治初期の貨幣問題 ―ふるさと館所蔵史料から―」 
講師：落合 功 氏(青山学院大学経済学部教授) 

作者の青木氏が、散歩道で出会ったお地蔵様

や草花の近作６点が展示されました。当館を訪

れた皆様から、「感動が伝わってきました」「素

適な作品ですね」と感想が寄せられました。 

◆年末・年始休館１２月２８日(木)～１月 4日(木) 
年明けは１月５日(金)から開館いたします。 

◆展示室の閉室と常設展の開催 
展示替えのため、展示室は１２月２６日(火)より閉室いたします。 
なお、１月５日(金)から２月２８日(水)まで、常設展「大山街道 －二子・溝口宿－ ふるさとの
歴史・民俗・生活」を開催いたします。 

◆３月３日(日)「春のふるさと館まつり」についてのお知らせ 
大山街道ふるさと館で、恒例の「春のふるさと館まつり」を開催します。ダンス、漫画コンテス

ト、パンやお菓子、雑貨などの青空マーケット、ゴーゴー市、クイズラリー(参加賞あり)、ふるさ
と館で活動している皆さんの作品展など盛りだくさんの催しです。ふるさと館で春の 1日をお楽し
みください。詳細は 1月下旬以降、当館ホームページ等でご確認ください。 
日時：２０２４年３月３日(日)１０時～１６時 
 

・JR 南武線｢武蔵溝ノ口｣駅下車 徒歩 7 分 
・東急田園都市線「高津」駅下車 徒歩 5 分 
・溝口駅北口 5 番乗り場から東急バス 

二つ目「高津」バス停下車 徒歩 1 分 

 

 

「メイド･イン･ローカル －Ｌｅｎ のお菓子やパンの秘密を探る－」 
講師：丸山佑樹氏(Ｌｅｎオーナー) 
会場：大山街道ふるさと館２階イベントホール 

定員：２５名(先着順・要事前申込)  参加費：１,０００円 

概要：ふるさと館隣の Len は、お菓子やパンの販売、カフェの人気 

店ですが、メイドインローカル(地元産)をコンセプトとした 

特色あるお店です。この講座では、Len のオーナー丸山佑樹 

氏により、Len のお菓子やパンの秘密をお話ししていただく 

とともに、同氏が経営されている Len・ノクチラボ・TETO-TEO を見学。まちづくりについ

ての思いをお話ししていただきます。 

この講座では、当館が所蔵する郷土史研究家上田恒三氏が収集した文

書から「贋金」に関する文書を取り上げ、その古文書について実際に順

を追って読んでみることで古文書の持つ魅力に触れました。 

次にこの古文書が作られるに至った当時の出来事について学び、明治

期の政治の混乱していた様子を知ることができました。講座を通して、

当館に残されている資料から、地域の歴史と日本の歴史が繋がってお

り、一つ一つの研究の重要性を学ぶことができました。 

ミニ企画展 11/1～12/27 
 青木幸夫氏 切り絵シリーズ⑳ 「心に残ったものたち シリーズ４」 

 

「自分の体質を知り、健康な生活のために漢方を活用しよう！」 
講師：寒河江二子氏(漢方の二葉堂店長) 
会場：大山街道ふるさと館２階イベントホール 

定員：３０名(先着順・要事前申込) 参加費：８００円 

概要：この講座では、まずはご自分の体質を知り、健康な生活につ 

なげていくための「漢方の活用方法」についてお話ししてい 

ただきます。よさそうだけどよくわからないといわれる「漢 

方」のことを楽しく学んでみませんか。ふるさと館向かいの 

漢方の二葉堂店長の寒河江二子氏にお話ししていただきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

雲一つない天気に恵まれる中、梶が谷駅近くのバスロータリーに集合。

最初に笹の原子育て地蔵尊を見学、その由来を知りました。次に有名な 

身代わり不動尊に参拝、スケールの大きさに圧倒されました。不動ヶ丘 

公園で休憩の後、上作延神明神社へ。上作延地区でなぜ一村二社（神明 

神社と赤城神社）となっているかの興味深いお話を聞きました。次にし 

ばられ松を訪ね、由来を伺ったあとに、路傍の石造物を見学。最後に延 

命寺から赤城神社にまわり解散しました。佐藤忠氏の丁寧で分かりやす 

い説明でとても有意義な半日となりました。 

令和５年度 第２回 ふるさとまち歩き講座 １０月２８日(土) 

      「下作延」を歩く 報告 

講師 佐藤 忠 氏 (高津ガイド・散策の会会長)

「秋のふるさと館まつり」は、好天に恵まれ、

多くの来場者が訪れ、盛況でした。 

イベントホールでのダンスは６回の公演が

行われ、いずれも満員で熱気に包まれました。

春のふるさと館まつりに引き続き今回も「ま

ちの企画室」関連の事業が行われ、３階では漫

画のワークショップ、中庭では「タタミノウエ

デ」というイベントが注目を集めました。「タタ

ミノウエデ」では、地元の斉藤畳店様のご協力

により中庭に十畳の畳の間が作られ、落語やヨ

ガ、冷茶のワークショップが行われ、畳の良さ

を感じていただくことができました。パン、お

菓子などの青空マーケット、あゆの絵付けワー

クショップ、国産の木材でのネームプレートづ

くり、子ども縁日やクイズラリーも行われ、多

くの皆様に、ふるさと館で秋の一日をお楽しみ

いただきました。大山街道アクションフォーラ

ムやふるさと館サポーターズクラブの皆さん

の協力で楽しいイベントとなりました。 

この講演会では、まず戦前の日本の女性を取り巻く社会環境につい

て、江戸時代の様子、法との関係で憲法・民法の面から、さらに労働

や生活の面から日本の女性のおかれていた状況についてみていきまし

た。それらを踏まえ、次に川崎・高津の戦前の女性たちについて、職

業婦人と高津の女子高等教育、戦前高津の産業と女性という点から、

高津の女性がどのように生きてきたかを振り返りました。講演の後、

参加いただいた多くの皆様にあらためて企画展を興味深くご覧いただ

くことができました。 

令和５年度 秋季大山街道学習講座第１回～第３回報告  
講師：對馬 醇一 氏（郷土史研究家） 

第１回 １０月７日(土) すずかけ台駅～鶴間駅(約５km) 
２０２３年秋季大山街道学習講座は、すずかけ台駅からスタートし、 

室町時代後期に作られた町田市指定文化財の聖徳太子立像を所蔵する 

圓成寺や、阿夫利神社下社御分霊社を見学しました。さらに「下鶴間 

ふるさと館」で、下鶴間宿の歴史や江戸時代の商家建築である旧小倉 

家住宅から当時の様子を知ることができました。 

天気にも恵まれ、秋らしい陽気のなか平野の先に大山を望みつつ鶴 

間駅へと歩きました。 
 

第２回 １０月２１日(土) 鶴間駅～かしわ台駅(約５km) 
好天に恵まれ、鶴間駅をスタート。今回は、大和市の泉の森公園で 

少し時間をとって、講師の對馬氏から大山街道(矢倉沢往還)や大山信 

仰についてお話を伺いました。矢倉沢往還の輸送路としての役割や往 

還にあった継立村の様子、古代から江戸時代、明治時代にいたるまで 

の大山信仰の歴史についてなど詳しく学ぶことができました。 

大山街道沿いの西鶴寺を見学した後、２ｋｍあまり直線道路が続き、 

かしわ台駅へと歩きました。 
 

第３回 １１月２５日(土) かしわ台駅～海老名駅(約５km) 
集合場所のかしわ台駅前からは、大山が見事な姿を見せ、 

目を引きました。渡辺崋山の「游相日記」に詳しく書かれて 

いるお銀様の墓に寄り、對馬氏からその由来をお聞きしまし 

た。スタート時は曇っていましたが、後半は青空が広がり、 

広大な歴史公園として整備されている国指定史跡 史跡相模国 

分寺跡で、對馬氏から詳しい説明を伺いました。 

令和５年８月に国登録有形文化財となった海老名市温故館(旧海老名村役場)も見学、海老名駅前

の中央公園で「相模国分寺」の七重塔をモデルにした五重の塔 (1/3 スケール)を見て、海老名駅へ

と歩きました。 

企画展記念講演会１１月３日(金・祝) 報告 
「近代日本と高津の女性」 
講師：霜村光寿氏(川崎市市民ミュージアム学芸員) 

 

秋のふるさと館まつり９月２４日(日）報告 

この日はあいにくの雨でしたが、二子新地駅を出発、二子の渡し、二

子神社、光明寺など二子のまちを散策。「老舗料亭やよい」では、女将

さんから歴史を感じられる料亭の建物内部の案内や往時の様子などにつ

いてお話をしていただき、お茶とお菓子をいただきながら、二子の歴史

を感じる貴重なひとときとなりました。 

ぶらり散歩 １０月９日(月・祝) 報告 

二子の散策と「老舗料亭やよい」でお茶・お菓子を 


